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吾妻地域

吾妻地域のご当地ぐんまちゃん

中之条町 長野原町 嬬恋村
（鳥追い祭） （乳牛のまち） （キャベツ畑の中心で

妻に愛を叫ぶ）

草津町 高山村 東吾妻町
（薬のいで湯、草津温泉） （星の村・尻高人形） （ほたると水仙の町）

市 町 村：中之条町・長野原町・嬬恋村・草津町・高山村・東吾妻町
域内人口：61千人 ／ 域内面積：1,27９ｋ㎡

吾妻地域は、人口減少や高齢化が顕著であり、「地域の医療」
や「幹線道路の整備」、「生活の利便性」をいかに改善するかと
いう課題を抱えながらも、四季折々の変化に富んだ自然やさまざ
まな温泉などにも恵まれ、県内外から多くの観光客が訪れる地域
です。
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１ 優れた特徴・課題

吾妻地域は、県内でも人口減少や高齢化が先行し、雇用の場を求め若者も流出していることから、

今後山間部を中心にいわゆる限界集落の増加が懸念されていますが、一方で都市部では失われつつ

ある地域コミュニティや人情がまだまだ残る地域です。こうした中、住民が安全で健やかに暮らし

ていくためには、懸案である八ッ場ダム地域の生活再建をはじめ、地域格差が深刻な医療や子育て

環境の充実、日常生活の移動や万一の災害にも強い幹線道路の整備促進、生活の利便性向上などが

大きな課題です。また、野生鳥獣による作物の被害が大きい農林業では、担い手の高齢化や後継者

不足と相まって、意欲の低下や耕作放棄地の増加が見られ、これらへの対策も重要です。

しかしながら、緑豊かな自然や情緒ある温泉など、県内でも屈指の観光資源を有する吾妻地域は、

県内外から毎日多くの観光客が訪れる魅力あふれる地域です。観光とともに地域の基幹産業である

農業も、全国ブランドとして名高いキャベツ等の一大供給地となっており、酪農・養豚・養鶏等の

畜産や、最近では自然環境を活かした山野草、花き生産も盛んで、特産地として強みを発揮できる

分野になっています。上信自動車道が開通すると、日常的な交通アクセスが良くなり、首都圏や中

部圏、関西圏との行き来も便利になるため、観光や農業など地域振興にいっそう期待が広がります。

２ 県民の視点

八ッ場ダムのために犠牲を強いられてきた地域の生活再建に万全を期する○

車でスムーズに移動できるよう、上信自動車道をはじめ、道路整備を進める○

県内でも特に深刻である医療の地域格差を改善する○

住み慣れた地域で、安心して子育てできるような施策を行う○

高齢者が元気で生き生きと暮らせる地域にする○

日本有数の活火山である浅間山、草津白根山の存在を念頭に行政を行う○

人口減少や高齢化が進行する中にあっても、高齢者が安心して暮らせるよう地域コミュニティをな○

くさないようにしていく

代表的な産業である観光を活かして、イメージアップにつなげる○

観光と農業を結びつけ、元気な高齢者にも活躍してもらい、経済を活性化する○

米から畜産、野菜、果樹にいたるまで、吾妻ならではのおいしい作物を供給する○

鳥獣による被害を軽減し、耕作放棄地対策も充実する○

エネルギー資源やCO2削減効果、雇用の場の提供という観点からも森林の利活用を推進する○

若者が地域にとどまれるよう、雇用の場を確保するとともに、新分野に挑戦する人に対する支援を○

する

嬬恋村のキャベツ畑 草津温泉 湯畑
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３ 地域の目標

住民生活に密着した生活基盤の整備

安全で安心に暮らせる地域づくり

地域の特性を活かした産業の振興

４ 主な取組

住民生活に密着した生活基盤の整備

ダム完成を前提に将来を考えてきた八ッ場地域の基盤整備を進め、地域の実情に即した生活再

建を支援

地域の交通の主軸となる上信自動車道の整備

観光や農業をはじめとしたこの地域の強みをより伸ばすため、地域の発展に欠かせない道路な

どの社会資本を整備

安全で安心に暮らせる地域づくり

医師確保も含め、拠点病院の体制を強化するとともに、医療機関の連携やネットワーク化、情

報通信技術（ＩＣＴ）を活用した地域医療・福祉を推進

仕事を持つ親も子育てが行いやすいよう、医療や保育環境を充実させ、教育分野では養護学校

〔分校・教室〕の設置や高校再編を見据えた郡内高校のあり方を検討

高齢者が健康で生きがいを持って暮らせるよう老人クラブの活動を支援するなど社会参加を促

進

浅間山と草津白根山という活火山に対する備えを常に意識し、広域的な防災対策や非常時にも

被害を最小限にするための対策を実施

長年保たれてきた地域のコミュニティを維持・強化し、安全で安心な暮らしを確保して定住人

口を維持
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地域の特性を活かした産業の振興

群馬デスティネーションキャンペーンを一過性のものとせず、地域ブランド力の向上、広域的

な観光やインバウンド＊政策を推進し、交流人口の増加を後押し

特に草津、万座、四万、沢渡、川原湯などの長い歴史を持つ温泉を活かすとともに、地元で大

切にされている湧水などの資源にも着目して、吾妻の魅力を効果的に発信

野菜を中心とした農産物の産地化や生産性の高い畜産経営の確立を支援するとともに、加工野

菜をはじめ地域の農林水産物・資源を活用した農産加工、地産地消、農林商工業の連携や農業

者自らが加工･販売まで行う六次産業化を促進

担い手を育成しつつ、地域をあげて、鳥獣害対策や耕作放棄地対策に取り組み、農地の有効活

用を促進

森林の間伐作業や間伐材の有効活用も若者の雇用の場と捉え、地域の特色である林業を活かし

た雇用を創出

商工業者を応援し、創業や転業に対する支援を充実



- 52 -

利根沼田地域

利根沼田地域のご当地ぐんまちゃん

沼田市 片品村 川場村
（沼田まつりの天狗みこし） （尾瀬の郷 片品） （デゴイチの走る村）

昭和村 みなかみ町
（新鮮レタス） （谷川岳・一ノ倉沢）

市 町 村：沼田市・片品村・川場村・昭和村・みなかみ町
域内人口：89千人 ／ 域内面積：1,766ｋ㎡

利根沼田地域は、国立公園や日本百名山、利根川など豊かな自
然環境に恵まれ、高原野菜の生産や観光農業が盛んな地域で、古
くから温泉が栄え、新幹線と高速道路も整備され年間１千万人を
超える方々を迎えています。近年は、アウトドアスポーツ等の新
しい観光も注目されている地域です。
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１ 優れた特徴・課題

利根沼田地域には３つの国立公園と８つの日本百名山があり、日本一の川、利根川がその源流を

発しています。この豊かな自然は、清らかな水や澄んだ空気、豊富な温泉をはぐくみ、田や畑は豊

かに実り、山や里には美しい景観が広がっています。

日本における自然保護の原点といわれている尾瀬では、自然保護活動が熱心に行われ、また、県

立森林公園「21世紀の森」では平成10年に全国植樹祭が、平成22年に全国育樹祭が開催されるなど、

利根沼田地域は、自然保護や森林整備活動の先進的な地域です。

また、全国に知られた温泉地が古くから栄え、豊かな自然の恵みを求める多くの人々をお迎えし

もてなしてきた伝統があります。今では、新幹線や高速道路など高速交通網も整い、年間１千万人

を超える方々をお迎えしています。

少子高齢化が進展する中、この地域に住む人が元気に働き、健やかに暮らせる活力ある利根沼田

地域にしていくため、恵まれた自然条件や交通条件、大規模な災害の少なさ等を活かし、農林業と

観光のいっそうの振興と企業誘致等による活力ある経済を築くとともに、地域コミュニティの力を

高めるなどして安心して暮らせる地域社会を築いていく必要があります。また、地域の自然環境や

歴史、文化等を良く知り、誇りを持って地域のことを伝え、広く交流できる人づくりを進める必要

があります。

そのため、県民をはじめ市町村、各団体、企業等の地域の力を合わせ、周辺地域や高等教育機関

等とも圏域を越えた幅広い連携のもとさまざまな取組を展開していくことが求められています。

２ 県民の視点

地域の医療や高齢者福祉についてのニーズが高く、体制整備が必要である。○

豊富な資源を活かした観光や農林業のいっそうの振興、企業誘致等による新産業の創出、働く場の○

確保が求められている。

少子化対策・子育て支援のニーズが高く、若者が安心して定住できる地域社会の実現が重要である。○

豊かな自然や豊富な森林・水資源を守り、地域づくりに活かすことが望まれている。○

地域住民の生活を支える地域コミュニティの維持・強化が重要である。○

農林業の担い手を育成することや野生鳥獣による被害の防止が必要である。○

地域の特色や歴史・文化を活かした地域づくりやそれを担う人材の育成が必要である。○

地域の振興を図るため圏域を越えた地域連携が重要である。○

岩場で名高い「谷川岳 一ノ倉沢」 日本一大きい天狗みこし（沼田まつり）
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３ 地域の目標

恵まれた自然を大切にし、活かす地域づくり

元気ある地域経済の確立と働く場の確保

健やかで安心して暮らせる地域づくり

地域をよく知り、誇りをもつ心豊かな人づくり

４ 主な取組

恵まれた自然を大切にし、活かす地域づくり

全国植樹祭・育樹祭の精神を受け継ぐ自然保護、森林整備活動の先進地域づくり

国立公園や森林公園、日本百名山、利根川等の豊かな自然の保護と活用の推進

環境と調和した農林業、観光等の推進

山や里の美しい景観の保全と景観を活かした地域づくりの推進

環境学習や地球温暖化対策への取組の推進

元気ある地域経済の確立と働く場の確保

競争力ある高原野菜産地づくりと観光農業の推進

県産木材の利用や森林整備の推進等による林業の振興

農林業の担い手の確保・育成、鳥獣害対策と耕作放棄地対策の推進

観光資源の質的向上と外国人観光客の誘客推進

都市との交流や食のブランド化による地域の振興

自然やスポーツを活用したニューツーリズム＊等への取組の推進

農商工の連携、企業誘致等による経済基盤強化と働く場の確保

中心商店街や温泉街の活性化の推進

求人情報の提供や相談等雇用支援施策の推進

三国軸や尾瀬軸等の幹線道路網や広域観光ルート等交通基盤の整備
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健やかで安心して暮らせる地域づくり

医師確保対策や救急医療体制の質の向上等による地域医療体制の確保

高齢者の健康や生きがいづくり、地域で支えあえる協働の仕組みづくりの推進

地産地消や食育＊等による健康づくりの推進

地域コミュニティ支援を推進し地域における集落機能を確保

子育て支援や若者が結婚、定住できる環境の整備

地域の安全安心の実現のため犯罪抑止総合対策や交通安全対策の推進

自然災害に対する防災対策の整備を推進するとともに、除雪体制や危機管理体制を充実

地域をよく知り、誇りをもつ心豊かな人づくり

豊かな自然や地域の特色を活かした学校教育の推進と教育環境の整備・充実

地域の歴史・文化、自然環境等への理解を深める学習機会の充実

伝統文化の尊重と地域の特性を活かした芸術・文化の創造支援

地域に密着したスポーツクラブ活動の充実によるスポーツの振興

地域の良さや特色を多くの人に伝え、広く交流できる人づくりの推進
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東部地域

東部地域のご当地ぐんまちゃん

桐生市 太田市 館林市
（織物のまちとノコギリ屋根） （北部運動公園の芝桜） （分福茶釜とつつじのまち）

みどり市 板倉町 明和町
（わたらせ渓谷鐵道） （キュウリの名産地） （おいしい梨のまち）

千代田町 大泉町 邑楽町
（渡し船のあるまち） （緑いっぱいの街） （シンボルタワーと白鳥）

市 町 村：桐生市・太田市・館林市・みどり市・板倉町・明和町
・千代田町・大泉町・邑楽町

域内人口：57４千人 ／ 域内面積：852ｋ㎡

東部地域は東京から60～100㎞圏内の工業と農業がバランスよ
く発達した地域です。また、栃木、埼玉、茨城と近接する県境に
位置し、住民生活上も相互につながりが深く、日系人を中心とし
た外国人住民の居住割合が高いのもこの地域の特徴です。
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１ 優れた特徴・課題

東部地域は、緑豊かな自然環境と豊富な水資源に恵まれ、岩宿遺跡や新田氏関連史跡、城下町の

遺構、伝統的な町並みや織物工場等古代から近世にいたるまでの歴史・産業遺産や、全国的な花の

名所であるつつじが岡公園など、数多くの観光資源を有しています。

産業面では、県内の製造品出荷額の約２分の１を占める県内随一の「ものづくり」の技術・人の

集積地域であり、また、県内有数の穀倉地帯であるとともにキュウリ、ヤマトイモ、小玉スイカな

どの一大産地となっています。

立地面では、鉄道４事業者が乗り入れ、北関東自動車道により日本海・太平洋と通じ、東北自動

車道等南北軸により首都圏と東北圏の人、物、情報が交流する経済拠点として期待されています。

一方、単なる通過地域となってしまうことも考えられます。

今後、この地域がさらに飛躍するためには、北関東自動車道等幹線道路網へのアクセス道路等の

整備、産学官連携＊や企業誘致の推進等による産業振興、地域資源を活かした観光振興、農業では

後継者の育成等の取組が必要です。

また、この地域固有の課題として、地域医療の充実、特に周産期、小児医療の充実、県境と接す

る地域との医療、教育、交通、経済等の分野での広域的な連携強化、地域に住む外国人住民の生活

の安定や多文化共生＊社会の構築が求められています。

２ 県民の視点

医師や看護師等医療従事者の確保を望む声が多く、将来的には県境を越えた広域医療体制の整備も○

望まれている。

周産期、小児医療の診療体制の整備は、少子化対策、人口増のための重要なニーズであり、積極的○

な取組が望まれている。

犯罪防止のための警察力強化と､県境地域であるという地域特性から隣接県警との密接な連携を望む○

声が多い。

集中豪雨等災害に強い社会基盤整備と災害対策への取組が望まれている。○

太陽光や風力等の自然エネルギーの活用、森林保全によるCO2の削減、河川・湖沼の浄化、温暖化防○

止対策等、自然環境保全への積極的な取組が望まれている。

北関東自動車道を活かす取組や、産学官の連携強化による研究開発や人材育成による産業の活性化○

が望まれている。

企業の流出による産業空洞化を食い止め、地域における雇用機会を確保・創出することが望まれる。○

幹線道路や北関東自動車道へのアクセス道路等の整備により、地域経済の活性化や地域住民の生活○

利便性向上を図ることが望まれる。

農業従事者は高齢化が顕著であり、意欲ある新たな担い手の育成や後継者への支援が望まれている。○

高度な産業技術によるものづくり 日本一のつつじの名園「つつじが岡公園」
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３ 地域の目標

医療、防犯、災害対策が充実した安心して生活できる地域であり
たい

優れた自然環境を残し、地域の文化を大切にしたい

地域に根ざした商工業を守り、新たな産業の育成を図りたい

地域資源や特産物を活かし、地域が一体となって農林業を発展さ
せたい

子育て・教育環境を整えるとともに、高齢者や障害者にやさしい
地域でありたい

近隣接県との交流連携を図り、また外国人との共生を円滑にして、
地域特性を活かしたい

４ 主な取組

医療、防犯、災害対策が充実した安心して生活できる地域でありたい

医療従事者の確保に努力するとともに、救命救急医療、小児救急医療体制の充実を目指した地

域間連携を推進

各地域で活躍している防犯ボランティア団体、警察、行政が連携し、安全・安心を確保するた

めの防犯活動を推進

集中豪雨等災害に強い社会基盤整備を推進するとともに、災害発生時に備えた危機管理体制を

充実

優れた自然環境を残し、地域の文化を大切にしたい

住民が地域の豊かな自然環境に愛着を持てるような施策を展開し、河川・湖沼等の水質浄化や

森林資源の保全・再生、温暖化防止対策などを協働で推進

歴史的な建造物や個性豊かな町並みが作り出す地域特有の風景、東国文化ゆかりの歴史文化遺

産、昔から受け継いできた伝統技術や文化、産業を活かした観光等地域の振興
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地域に根ざした商工業を守り、新たな産業の育成を図りたい

群馬大学工学部等との産学官連携による研究開発を促進し、ものづくり産業・技術のいっそう

の集積

国際競争や地域間競争に打ち勝ち、北関東屈指のものづくり企業集積地でありつづけるため、

産業空洞化を食い止め、新技術・研究開発や、新製品開発力、販売力を強化

中心市街地のにぎわい創出、商店街や地場産業などの地域に根ざした産業の活性化を支援

商工業、サービス業の維持・発展や企業誘致による雇用創出のほか、就職支援を充実

高速交通網を活かすアクセス道路及び東毛広域幹線道路、ネットワーク道路の整備推進

恵まれた立地環境やものづくり集積地としての魅力を発信し、市町と連携した企業誘致、物流

拠点化を推進

地域資源や特産物を活かし、地域が一体となって農林業を発展させた
い

東洋大学生命科学部と地域との連携により「生命」「食」「環境」を結びつける新たな研究開

発に取り組み、産業や農業を振興

地域特産物の高品質化、ブランド化を推進し、あわせて知名度や販売力を高めるためのＰＲ活

動を促進

地域ぐるみでの鳥獣害対策や耕作放棄地対策に取り組み、農地の有効利用を促進

意欲ある担い手対策として、新規就農者や定年帰農者等の多様な人材の就農・定着を促進

中山間地域の木材をはじめとする豊富な森林資源の有効活用、CO2吸収源対策のための適切な

森林整備等を推進

子育て・教育環境を整えるとともに、高齢者や障害者にやさしい地域
でありたい

子育てに不安や負担を抱かないよう、子育て支援体制の充実と地域全体で応援する子育て環境

づくりの推進

障害者の地域生活支援や介護サービスの基盤整備、人にやさしいまちづくりの推進と、ボラン

ティアやＮＰＯ＊等とも連携し地域社会を基盤とした福祉の充実

地域、産業界が求める人材を育成するための教育や、国際化・グローバル化に対応した教育の

推進と、自然環境や文化など地域の優れた特徴を活かした教育の充実

公共交通の維持・確保と利便性向上、あわせて住民や来県者のための県内有数の鉄道網を活か

した公共交通ネットワークの構築

近隣接県との交流連携を図り、また外国人との共生を円滑にして、地
域特性を活かしたい

県内在住外国人の４割超が東部地域に居住していることから、市町や各種団体と連携し、外国

人の居住環境や教育を改善する等生活の安定を図り共生社会を構築

栃木、茨城、埼玉と近接する特性を活かし、医療、福祉、教育、産業など近接県との連携推進

北関東３県やＪＲ、東武鉄道、わたらせ渓谷鐵道、上毛電気鉄道といった鉄道事業者等との連

携による首都圏等からの誘客事業の展開

他県との連携推進を含めたネットワーク構築のための道路整備の推進
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第１４次群馬県総合計画

平成２４年４月１日

群馬県

〒371-8570 群馬県前橋市大手町１丁目１番１号

ＴＥＬ 027(223)1111（代表）

ホームページ http://www.pref.gunma.jp/

分野別・地域別施策展開

（平成２４年４月１日改定）


